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２
０
１
８
年
９
月
議
会
・
総
括
質
疑
「
上
下
水
道
事
業
会
計
決
算
と
利
用
者
負
担
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
野
み
え
こ 

 
 

上
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
状
況
と
利
用
者
負
担
に
関
し
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

第
１
に
、
水
道
水
の
お
お
も
と
の
価
格
と
な
る
給
水
原
価
は
、
地
下
水
を
水
源
と
し
て
い
る
人
口
３
０

万
人
以
上
の
都
市
の
給
水
原
価
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
１
９
円
、
熊
本
市
は
１
３
４
円
で
す
。
一

方
、
一
般
的
な
自
治
体
の
場
合
、
給
水
原
価
は
、
政
令
市
平
均
で
１
５
８
円
、
全
国
平
均
が
１
６
３
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
地
下
水
を
水
源
と
す
る
自
治
体
は
、
給
水
原
価
が
低
く
、
安
価
に
市
民
へ
水

道
水
を
供
給
で
き
る
条
件
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

第
２
に
、
給
水
原
価
の
低
い
熊
本
市
で
す
が
、
実
際
に
市
民
へ
供
給
す
る
場
合
の
供
給
単
価
は
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
６
４
円
で
す
。
政
令
市
平
均
が
１
６
９
円
、
全
国
平
均
が
１
７
２
円
、
地
下
水
を
水

源
と
す
る
人
口
３
０
万
人
以
上
の
都
市
の
平
均
供
給
単
価
が
１
４
２
円
な
の
で
、
熊
本
市
の
供
給
単
価
は

か
な
り
割
高
で
す
。
給
水
原
価
と
、
供
給
単
価
の
差
額
が
大
き
い
ほ
ど
収
益
率
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
こ

の
差
額
は
、
政
令
市
の
平
均
、
全
国
平
均
、
そ
し
て
地
下
水
を
水
源
と
す
る
人
口
３
０
万
人
以
上
の
自
治

体
の
平
均
と
比
べ
て
も
一
番
大
き
く
、
２
９
円
で
す
。
昨
年
２
０
１
７
年
度
決
算
で
は
、
水
道
事
業
会
計

の
当
期
純
利
益
は
、
前
年
２
０
１
６
年
度
の
当
期
純
利
益
１
４
億
６
３
０
０
万
円
の
１
・
７
８
倍
と
な
る

２
６
億
円
に
増
え
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
は
、
地
震
の
影
響
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
熊
本
市
の
水

道
事
業
は
、
収
益
率
の
良
さ
を
反
映
し
て
、
例
年
１
０
億
か
ら
３
０
億
円
程
度
の
当
期
純
利
益
を
生
ん
で

い
ま
す
。
健
全
な
事
業
運
営
と
い
う
点
は
良
し
と
し
て
も
、
給
水
原
価
を
反
映
し
な
い
高
い
供
給
単
価
の

た
め
に
、
熊
本
市
の
水
道
料
金
は
、
決
し
て
安
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
４
月
時
点
の
１
０
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
料
金
比
較
で
、政
令
市
の
中
で
高
い
方
か
ら
５
番
目
、２
０
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
比
較
で
、

政
令
市
の
中
で
高
い
方
か
ら
８
番
目
で
す
。 

 

本
市
の
水
道
水
は
、
給
水
原
価
が
低
く
、
ま
た
経
営
上
も
毎
年
大
幅
な
純
利
益
を
生
ん
で
お
り
、
料
金

引
き
下
げ
の
条
件
は
充
分
あ
り
ま
す
。給
水
原
価
の
高
い
自
治
体
よ
り
も
供
給
単
価
が
高
い
と
い
う
の
は
、

市
民
に
理
解
さ
れ
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
価
に
見
合
っ
た
料
金
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

特
に
、
従
量
料
金
の
部
分
で
、
使
用
量
を
１
０
立
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
第
１
段
か
ら
第
５
段
に
区
分
し

て
あ
り
ま
す
が
、
使
用
量
に
沿
っ
た
負
担
と
な
る
よ
う
、
こ
の
段
階
を
細
分
す
る
な
ど
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

ま
た
、下
水
道
料
金
に
つ
い
て
も
、使
用
水
量
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
金
額
で
比
較
し
た
場
合
、

本
市
は
政
令
市
の
中
で
高
い
方
か
ら
８
番
目
で
す
。
一
方
、
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
で
も
、
昨
年
度
の

当
期
純
利
益
は
、
前
年
比
１
１
７
％
増
の
２
０
億
１
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
使
用
料
の

料
金
設
定
は
、
基
本
額
に
超
過
額
等
を
加
え
る
方
式
が
多
い
の
で
す
が
、
政
令
市
で
も
使
用
料
の
低
い
大

阪
市
や
札
幌
市
で
は
、
基
準
額
も
、
加
え
る
超
過
額
も
低
い
設
定
で
す
。
毎
年
の
黒
字
額
を
使
用
料
金
に

反
映
し
、
料
金
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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上
下
水
道
事
業
管
理
者
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

  

水
道
事
業
で
、「
給
水
原
価
の
低
さ
だ
け
で
料
金
水
準
を
判
断
で
き
な
い
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
な
ら
ば
、
原
価
の
低
い
水
の
供
給
に
な
ぜ
高
い
料
金
が
必
要
と
な
る
の
か
、
そ
の
要
因
を
ご
説
明
く
だ

さ
い
。 

 

（
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・
・ 

 

水
道
料
金
の
設
定
に
当
た
り
、
水
の
原
価
と
と
も
に
、
事
業
の
運
営
・
継
続
に
必
要
な
様
々
な
要
因
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、
給
水
原
価
が
安
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
料
金
に
な
る
の
は
、
他

の
自
治
体
に
比
べ
、
か
け
る
費
用
が
多
い
、
水
以
外
の
投
資
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

私
ど
も
は
、
過
去
に
も
水
道
事
業
の
問
題
点
を
、
３
つ
の
ム
ダ
「
計
画
の
ム
ダ
」、「
財
政
運
用
の
ム
ダ
」、

「
漏
水
の
ム
ダ
」
と
、
４
つ
の
安
易
さ
「
簡
単
に
で
き
る
政
府
資
金
か
ら
の
借
金
」「
掘
れ
ば
出
て
く
る
水

源
」「
値
上
げ
は
議
会
の
多
数
派
が
や
っ
て
く
れ
る
」「
競
争
相
手
の
な
い
独
占
企
業
」
と
い
う
点
で
指
摘

し
、
住
民
福
祉
の
視
点
で
の
水
道
事
業
の
改
善
と
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
水
循
環
基
本
法
で
は
、「
水

は
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
公
共
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
理
念
は
、
憲
法
２
５
条
が
保
障
す
る
生
存
権
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
水
道
が
福
祉
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん

で
も
あ
り
ま
す
。
福
祉
で
あ
る
水
道
事
業
の
継
続
に
必
要
な
再
投
資
資
金
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
過

剰
な
利
益
を
上
げ
る
こ
と
、過
大
な
事
業
へ
の
投
資
は
、福
祉
と
し
て
の
水
道
事
業
に
は
馴
染
み
ま
せ
ん
。

原
価
が
安
け
れ
ば
、
当
然
供
給
単
価
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
、
安
価
で
の
水
の
供
給
が
可
能
と
な
る
は
ず

で
す
。
人
口
減
少
を
見
据
え
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
過
大
な
投
資
を
こ
そ
見
直
し
、
計
画
の

ム
ダ
、
財
政
運
用
の
ム
ダ
を
正
し
て
、
安
価
な
水
の
安
定
し
た
供
給
に
こ
そ
務
め
る
べ
き
で
す
。
他
都
市

と
比
べ
て
も
割
高
な
水
道
料
金
を
、
利
益
を
住
民
に
還
元
し
て
、
給
水
原
価
に
見
合
っ
た
安
価
な
料
金
で

提
供
し
て
い
た
だ
く
よ
う
料
金
引
き
下
げ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
熊
本
市
は
、
紹
介
し
た
安
い
使
用
料
の
政
令
市
、
大
阪
市
・
札
幌
市
な

ど
の
２
倍
近
い
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
事
業
の
計
画
・
投
資
を
人
口
減
少
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
し
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

続
い
て
、
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

第
１
に
、
水
道
料
金
減
免
に
つ
い
て
は
、
政
令
市
２
０
市
の
う
ち
８
市
が
福
祉
減
免
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
料
金
で
は
、
政
令
市
２
０
市
の
う
ち
１
４
市
が
福
祉
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
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他
都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
生
活
保
護
世
帯
や
住
民
税
非
課
税
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
的
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯
へ
の
上
水
道
、
下
水
道
料
金
の
減
免
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
２
に
、
全
国
の
政
令
市
で
は
、
上
下
水
道
事
業
に
お
け
る
福
祉
減
免
実
施
の
た
め
に
、
水
道
事
業
で

７
市
、
下
水
道
事
業
で
１
１
市
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
福
祉
的
な
上
下
水
道
事
業
推

進
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
長
に
は
、上
下
水
道
事
業
に
お
け
る
福
祉
減
免
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

福
祉
減
免
に
対
し
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

市
長
な
ら
び
に
上
下
水
道
事
業
管
理
者
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

 

事
業
管
理
者
よ
り
、
福
祉
的
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
料
金
減
免
を
行
っ
て
い
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
何
件
で
す
か
。
そ
の
件
数
で
、
配
慮
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 （
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・ 

ま
た
、
昨
年
度
１
年
間
で
の
べ
２
８
９
１
世
帯
が
給
水
停
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
３
０
０
０
世
帯

近
く
の
給
水
停
止
世
帯
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
要
因
は
把

握
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

事
業
管
理
者
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・
・ 

 

本
来
、
命
の
水
・
水
道
水
が
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
少
な
く
な
い
自
治
体
で
福
祉
減
免
を
実
施
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

上
水
道
で
８
市
、
４
割
の
政
令
市
、
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
政
令
市
２
０
市
の
う
ち
１
４
市
、
７

割
の
自
治
体
が
福
祉
減
免
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

市
長
な
ら
び
に
事
業
管
理
者
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 
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・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
上
水
道
の
分
野
で
は
、
さ
い
た
ま
市
給
水
条
例
第
４
０
条
第
２
項
に
は
「
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
、
母
子
家
庭
、
老
人
家
庭
、
身
体
障
害
者
の
家
庭
等
に
対
し
、
料
金
の
う
ち
基
本
料
金
の

全
額
に
相
当
す
る
額
以
内
の
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
明
確
に
規
定
し
、
企
業
会
計
が
負
担
し

て
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
と
し
て
の
水
道
事
業
の
姿
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
他
の
７
市
は
、

名
古
屋
市
が
一
部
企
業
会
計
で
負
担
し
、
一
般
会
計
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ
、
残
り
６
市
は
一
般
会
計
の
負

担
で
す
。 

 

下
水
道
事
業
で
は
、
７
割
の
政
令
市
が
福
祉
減
免
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
本
市
と
し
て
も
し

っ
か
り
受
け
止
め
、
真
剣
に
検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
上
水
道
事
業
が
主
と
し
て
基
本
料
金
相
当
額

を
減
免
し
て
い
る
の
に
対
し
、
下
水
道
事
業
で
は
、
仙
台
・
さ
い
た
ま
・
千
葉
・
相
模
原
・
福
岡
の
５
市

が
、
生
活
保
護
世
帯
等
に
使
用
料
全
額
を
免
除
し
て
い
ま
す
。
他
の
９
市
は
基
本
料
相
当
分
等
の
免
除
で

す
が
、
各
自
治
体
が
福
祉
減
免
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
取
り
組
み
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
貧
困
が
今
や
社
会
の
大
き
な
問
題
と
な
り
、
生
活
の
苦
し
い
世
帯
へ
の
福
祉
的
配
慮
は
ま
す
ま
す

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
い
つ
ま
で
も
福
祉
減
免
に
背
を
向
け
て
い
る
よ
う
な
姿
勢

で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
熊
本
市
の
水
道
料
金
は
、
給
水
原
価
に
対
し
、
高
い
料
金
で
す
。
他
都
市

に
倣
い
、
速
や
か
に
福
祉
減
免
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

 


